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血小板製剤内のフィブリン塊
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40 歳代女性，血小板数 2.2 万/μl にて外観検査後に濃
厚血小板（PC）を投与していた．投与終了間際に PC
が滴下しないと病棟から輸血部へ連絡があり，PC本体
のチューブ内に凝集物を確認した（図）．当該製剤を血
小板輸血セットとともに回収し状況を確認したところ，
同一ラインの側管からビーフリードⓇ輸液（カルシウム
塩含有）を同時に投与していた．血液センターへ凝集
物の調査を依頼した結果，フィブリンであったとの報
告を受け，ラインの閉塞によるルート内の圧力変動等
で輸液製剤が逆流し凝集物を形成した可能性が高いと
考えられた．
輸血は単独投与が原則で他薬剤との混注は避けるか，
同一ラインで輸血する際は前後にリンスする１）とされて
いる．添付文書には，輸液製剤ではクエン酸加血液と
混合すると凝血を起こす恐れがある２）とあり，また，血
小板製剤では他の薬剤との混注は避けること３）とある．

事例後の輸血療法委員会にて，当該血小板製剤の写真
を用い血液製剤と薬剤の混注に関する注意喚起を行っ
た．さらに，今後も，同一ラインでの輸血により血液
製剤と輸液が混合される混注が行われることがないよ
う，具体的な表現や事例を用いての注意喚起を行って
いく予定である．
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